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E ・明集発行/財団法人滋賀県文化財保送協会 司

183.平成 2年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介
その 1

平成 3~3 月 2 口、恒例の県下発~krl制1f.スライド大

会 Uß57回t?f. tu 比~'t'.j!蔵文化財・セン 7 一研究会)が滋賀

県主I!議文‘化財センタ ーで;A砲されました。

今年l支も県下では、多くの発抑制筑が災地さ れ、賞

mな成.*をよげています。こ ζ にその成果の一書11では

ありますが、制1i:~袋を籾介いたします.

今後の参考?として活用いただければ率いです。尚、

御多忙の小、 liU協力いただ主ました方々にj享〈御礼申

し上げます。

| 1 - mから舗を発見

大津市木の間 未の筒峯議舌議

木の伺凸Îtn~!孟、 J R丙日本初i内線叙山駅の北東方

約 H聞の比叡11Jから琵琶湖に向かつて派生した木の間

丘陵地に営まれた古杭時代中期の古墳群である。当古

tfl:群ti、会長8401の前方後円t{tである茶臼山古検、全

長7501の帆ぷ貝j杉山Jftである本塚古治、直径約20mの

同坑である許桜山itJ1.御IJIi城拘JJt.ffr塚古約五・ど計 6

必で構成されている。今問、 ~~H(\倒:iをの対象となった

llV'，i!古担tti、この丘陵地の耐方約500111の:ijZ他部に築

かれた在11糸約25m、日通きが.)2.001の円別である。 当古

I六の南阿7]約5001には、点以，'iJ汽と |吋悦絞め問的 ・l庇

i!'1i5Jれが存犯し、‘l1.l!tfflll二兆立して築かれた 2悲の問

形at渇事告后

t - 11遍..宜ftll!~J， '1 I蝿

f本文}

13-2.遭1>> J削t酬にJ.lJ ISl 

遺跡位置図 (位霞図の番号は本分と同じです)

tj主として注目されていた。また、お古島H洋l立、合くか

ら知られておリ、そのほとんどが峻務参々地として指

定されていることから、ぷ入ることができず、そのJft

丘規紋 ・ 内 tfill:伴治は不鮮なまま:fJ~イ，:に宅っていたので

あ る。そのような~)W~のなかで、当.'iJftの到~1j'ニ I~年t~

す る水悶中(周涼俄定地)に宅地~li誌が~1・附されたこと

から事前に発州?減資することとなった。制授の結来、

古成のおlG.. 悶 t~ゅのi立総は、 12-17世紀頃の削平に

よってすでにQlitt!されていた Lのの、わずかに議石が

崩務した在王監事を砿認することができた.また、それら

のま玉石中にi比入して.tdl姶や12-17l佐紀の士号器類が出土

した。出土遺物1;1:、Il.¥五援をむつタテハケ濁税の円街地

鎗や盾 ・馬などの形象Jil1鎗J干があリ、 12-17世紀のも

のは、土師総姐1・灰制l陶昔号機 (:.1.1笹14号熊} ・中間秘

主主省泉州禦筆梨山it子山 1・2号宍1の洗 (n)などの

輸入陶磁器tなどむみられた。
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以上のことから、木の附率緩古殿J主、 EC氏の形態 ・

周波の有無など不祥な Lめの、お そらく古噴時代中期

前半頃、 51世紀前半頃に築迭されたものとfな定された。

(大津市教育委員会 吉水~~)

2 劫轟笑量進り住居跡検出

大津市克告義量釜遺跡

本遺跡は、滋賀理一 ・二・凶丁g、見世ー・二丁目、

際川二丁目、 lilli也町に所寂し、線高90-109mの複合

扇状地先端部に立地する縄文i時代から中世にかけての

大;視線な彼合遺跡である。

純資i立、医:Ji慈161号線と沼ったi掌バイパスを結，l，'fi[1市計

路道路建役に伴うもので、延&;;ff，}330m、約6，500m'を

対象としている。今回報告するのは、このう九京阪電

鉄石坂総lの東隣の地点て¥側主正前械は約1，450m'てがある。

翻守主の結果、 6i.!!紀後半-7世紀前半の竪穴住居跡

1棟、切婆大段i造り住j否目指、H来、鍛立i柱建物跡H束な

どを検出した。

切望E犬四~j主 1) 住居と 111'1まれている建物湖‘は、一辺約

10mの仰i九方形を塁し、 l陥O.5-1.0mの淡が村tの織I'j

となっている。この淋は、東i11で一部途切れる。この

聞のE附創立、0.9mをi!!lJる。この高1)分が/11入口になるも

のと考えられる。織の深さは、O.4-0.6mで、南j11と北

辺の "r央官1)が外fl1JJ に約0.5mg長り :H~仁柱の直後は10cm

Aii後で、 25-8Ocml:tl縞で滞在の内1日1Iに待せて立てられて

いる。また 、 来ìllに平行して 3J首j分の備を倹H.~ した。

柱間続開IU立、2.7m等u司である。処物方f的立、東 .if_9辺

でみると東へ約181.引説勺ている。 H寺!tJj!立、 :l1jニ泌物か

ら、 6司|世紀末-7ill:*己初猟~fí と 考えられ る 。

以上が切変犬峨巡り{主将と H乎liれている建物跡、の概

要である。今回の識変で検出したこの{主肢の特徴a、

十'iR1守ちli:が立つとみられる筒辺と北i互の中央青島古サトfJ!U

に猿り出すζ とと、ほとんどすべてのt1:が織の内側JJに

3.弥生~中世の複合遺跡

草津市守護町議晶遺跡

馬場遺跡は、葉山)11が形成した東西に伸びる向然堤

防上に立地する弥生一鎌倉時代にかけての造物散布地

として知られていたが、昨年度、当該地に おいて予定

されている悶場繋備事業に先立ち笑絡した紋術調査に

よってか.穴等の遺構が確認されたため、今年度当初よ

リ調査を災施しているものである。

調査の結果、待状にのびる自然;焼防上の東側には、

平安永~鎌倉初期にかけて形成された集子高跡、西側jの

老杉抑制.周辺では弥生後期j-奈良H寺代にかけてのよ長務

閥、がそれぞれ検出され、集落の移動が磁からm:に行わ

れたことを総認した。特に東側の集落跡は、以前、

(13;催地であった地形を!享さ40cmのも:土などの土地改

良を行なっている。集議からは泉色土r.号、 土削Hl語、 ~ii

EE擦の他、多景の瓦器や輸入陶磁号号、本[鍋等の逃物も

出土するなど、近隣の築潟遺跡とはま止なる様相を呈す

る。遺織としては、 f臨立柱建物および訴事跡、 土坑等が

;検出されている。 ζの肉、 SB -203と呼称する建物は

一辺 1111 ~3ìのち形燃方巾に、臣室経30cm~号、長さ 1 m強

の柱がi位存する。当該建物l立、制論5区の都合上 2x 1 

|問のみしか験出できず、全体規燃は不明であるが、S

8-203とi鼠3どする形で問機の SB -202も検出されるな

ど、周辺に大恕建物群の存不1:する可能性力f指織できる。

当該建物lま架太1ns主条理に合致し、 J符Ii内部から瓦

機片が，I¥ニヒしている ζ とから、問illの建物鮮と同時期

と考えられ、中世初期における馬場遺跡の特異性:を一

層裏付・けるものとして注目される。

今問の調資は道路、水路及ぴ若干の切土剤iを対象と

していたため、遺跡全体の規模のf巴継にまでは歪らな

かったものの、中世初1)!tI]における;役会状況等を考える

上で、馬場i遺跡が持つ:t!:幾 l立大きく、今後の語~j主力'J斜

者子せて立てられていることである。隙f守ち怜だけ照の 待される。

外側に立てられるのであろうか。 (草津市教育委員会 小常主主卒)

(大Hnli教打者H!会楽本政志)

切妻大壁造り 住居E事(南束力、ら)
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4平安時代のカラスキが出土

草津市長造箪通遺跡

中畑遺跡l:J，iilt市矢倉一γ目周辺に所持:する.今回

の調査はま苦情w川河川改修に伴うもので、鰐査商絞』主

主ヲ3，500m'でるある.

f調伐地11ii11mf壬E置から派生する舌状托俊地の先端部

付近にu.地する.間伐の結果、古布T時代前期の竪穴住

E奇跡、 7[1上紀中頃の桃跡、 81Jl:紀-]1世紀の掘立柱建

物俗、 91":紀-11世紀の井戸跡4恭等が検出された。

f都立村:lli物に 11i1!~費する矢úロ逃跡や間関追分遺跡と

伊1じ〈南北Jjfす.をとる・併があり関逃が怠われる。

カラスキ Ij作り十字えがある-JI・戸のtlJ術祭|時の井戸線

方比十Jii!から : 1\ 1: したもので、 JkÛJjが~1:戸仰の犬きさ

に比べて災般に火事〈、件戸作H制)jのJ'ift[IJに号写せて

設ぼしていることから‘ JI:戸拘I時総l坊に怠悶的に州IJ

内にJ恨められたものと巧えられる。 JIニ戸作l勾からはニ仁

川1iif llll.紋frtl~~総士事の -1:1i:aH とともに、磁市 ・ 被櫛 ・ 鈴i

Jf~"'，か~ ，\ï') ・ Jf:i寸 )f~"'，製品などが出ゴ二し、 l時期lについて

は11111;紀前半代に比定できる。 lkfiIr内からもほぼ同時

刻!と巧-えられるセ昔話)'，・が .1:1.1ょしておリ、 ~1:戸の{乍リ主主

え ・カラスキl'll17.'について Lll世紀前半に必こなわれ

たLのとみられる。カラスキ 11スキ先およびへラ部分

については夫われていたか、木部については完全な形

でi遣されておリ、会長約2.2501を測る.当カラスキの

特徴11スキ作i部分からスキt納品までが一本で作られて

いる ζ とである.このようなー木造リの類例11、大津

市坂本の明衆来迎，~，所蔵同市F六i誌絵.1 (鎌倉時代)の

絵間表現や、大ilt市問上郷土資料館pfr講の氏俗資料(時

期!不明)割引よみられる. L~俗資料を除いて完形のもの

は他に伊lがなく、またこれまでに平安時代のカラスキ

出-1:例11無かゥたことから、今回の出土は農業史、特

に小!必Mの発反をみーえるうえでi'tif1な資料を提供する

こととなった。

((n~・)滋 Tl以文化財{決議協会平井美典)

カラスキ出土状況

5.中t位以降の多数の弁戸跡鮮を後出

掌添市矢倉・詰桑岩 詰泊遺跡

中畑遺跡l止、蕊i~!市矢倉一丁 g から活矢合二丁目に

かけて広がる集務錫:で、'，'l:iI!川改修が業にi半い、 i宗教

委と草津市教委とで剥1i:区を分wし、 i凋貨を実施した。

市教委の翻夜区11、JR東i~i立線を挟んで、東西 2

地点に分かれ、そtLぞれ京地l実、西地区とした。調査

は京地区よリ苅下し、その結果、中畑遺跡の中心を占

める公良~平安時代のi批，till1よ、調1i.区の件ji!!3隅でしか

認められず、大半11中世以降のi立mであ勺 t:..

その中で注目されたのは、;羽fi区の会J~にわたって

分布する 15J島の ~ I:戸跡併であうた。このうち数恭i止、

鎌倉時代に遡 リ得るが、伐リ I;J:j1!'世以降の Lので、1i，l:

j!í:まで干{~わtLていたとみ・えられるU1'f' 1 I'} i L (i在認された。

井戸作が残存していたのは 2)，~て， l)l~ は I IIH均の tl~が

井戸J底部に一段だけ残っていた'IJill:のJI・戸跡て'ある。

残る 1J，l;は、 *l，t似を丸〈巡らせた~lIj状の仰を持つi!í:世

のものと考えられる井戸跡である.

当調公I也に -)j二戸跡地f多いのは、 ~!m~ に隣接して IR東

海道か走っておリ、この{行i!iir)いに鋭いJllJll1Jにわたり
集孫が展開したため、多〈の1i'μが総築されたものと

考えられる，

続いて西地区の~fl:にす11'したが、当謝Ji-.区では i盤

機が北寄りにしか子同区せず、そのうえ商品貨では低i:;U也

となって金〈消滅してしまうため.当該j也市s中剣道跡

の南西端にあたることが判明した.こ ζ で検出された

j盆織は、古I代時代~平安時代の泌跡、土抗、編立住建

物跡等で、かなりの管皮で集中していた.当iiIlI1宅地の

うち、 i註備の検11¥さ ilたのが郁分的であるため、遺跡

の性絡を把仮するまでにはAらなかった。なお、当選

跡(j翻脊地の:1じ if!llへ仏が吋て行くものと~(~礼[11 される。

(ぷ山市教ずf~只会 J桜明 朗)

6.中t監の慶敷跡と近世の貯水施設

栗東町撞仙寺遍f&寺遺跡

~fl[1寺遺跡 i立、~東町の北西部に位;出し、総~文!l寺代

中期及び、縄文時代11免lUlからリネ供11キ代'IJJ切を中心とす

る遺跡として周知されている.

今回の掬~I立、宅地造成に1'1\ うぷIl~都J1i.て\弥生時

代中期から江戸時代以降にかけての治総が隊認された。

中心となる遺構i立、平安H

もつ屋敷E鈎跡弾亦:てで，ある.区間鴻11、残りのいい部分で鰯1.2

-1.601、深さ20-印cmを前'11)、南北方'njに11、 2本の

語専が並行してのびている.区翻海内及び廊辺には、 3

棟以上の鋸立住建物、井戸、土tAZ事が磁認されている。

井戸や土坑のいくつかは、:!l.:置的に石を使って綬めら

れた痕跡が認められる.また、注目されるよ宙物として
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』ょ注~~，段、‘;、一 -
江戸時代の貯水施設

「殿 ~-\J と製作された土附総統、 総系と思われる須恵

総椀等が出土している。

江戸時代以除のものとしては、井戸、 fl略、貯水施政、

耕作痕害事がある。なかでも貯水他殺は、枠自身の大き

さが約4X3mで、縦方も含めると 9m段の大きなも

のである。 i奈さ 11、倹:1:¥而より約2.3mを11111る。枠の構

造{主、上下 2段に組んだ丸太材を、四方に立てた柱に

組み込み、その外側には、板材を南北方向に14枚、東

西方向に10校ずつ並べ、隊J1nを竹で"1¥めている。また、

下方に組んだ丸太の下には、 j亨さ約IOcm、幅約30cm緩

め板を東西方向の両慨にむち、その下の南西隅に助物

を段位している.貯水施殺の年代I立、出土逃物(信楽、

瀬戸 ・奨浪、 nentr系の陶磁器類)から、 17世紀代のも

のと考えられる.用途としては、井戸と同様な使用方

法の他、手E線を水に授すための、共同の純池等、さまざ

まなことが考-えられる.lli例としては、当iii跡例よリ L

やや大きいものであるが、~東川総i古跡で検出されて

いる.管見の限りでは、他に主(i例を安nらないので、こ

のあたリ一帯?の~1l特な ll'i'水地般であった可能性もあろ

っ。
((財)楽家町文化休官級興事業間 近織広)

7.奈良時代の..土雪量が出土

栗東町袋量寺拡議遺跡

l1Ji塚遺跡li、野洲111により主に形成される絞合扇状

地上にあリ、縄文時代から中i!!:にかけての複合ifi跡と

して周知されている.

調査は、字飯塚地区に1;いて独身祭主主設に{半い幸司300

rn'の範閉で実施した.主な泣総には、縄文時代のj召沢

地 ・土抗、古t;t時代以怖の様、奈良時代の井戸・土坑・

ピットがあり、包含府からは市墳時代から中世の土器

のほか、 ~J片 ・ 問餓地鎗It L出土している。

奈良時代の井戸t主婦方のほ筏が約170cmで、井戸底に

は内法が68X54仰の井桁に組んだ枠が l段のみ泣存し

墨書土著書が出土した井戸

ていた.井戸の'1Il土は作内がIliSUに|二、 Hーのよから逃榊

而下約80cmまでは人為的なjll!土、 J:Mは'11¥め立てf去の

自然対t約である。 ~rHI~:t二総カ<11:ゴニ したのは枠内の腐flfl

土層で、ばぽ完!彩の土自i~総 ・ m制約件 6 丸匙1e水
若草 I 点、不明木製品 l 点、先端が1.({げた *J~ 2点が、

20-40聞大の石とともに-tliで:11土した.ゴ二骨告のうち

3 点に選手Fが;U?められ、~j'(!!J総に「上乙J 、土師様に

r大量生J r上乙J と，Ifかれていた.，宜物の年代li8世紀

前半と考えられる.tt・戸の然舵に1剥i坐するものであろ

10 

本遺跡l立、栗太llIIf訴と推定される岡遺跡と、白瓜寺

院が想定されている手原俊ミ?とのほ11'中間地点にあた

り、古代の街道にも近殺すると考えら tLる.今回出土

した怒容土音量からは、本遺跡周辺にもむ・人JDの居住が

幾え、役所や街道と関連した徐令制JI1Iの遺跡の広がり

を2号えるうえで、t't・置な資料である.

( (財)薬東町文化体rH民拠・143む団 関森~)'奨)

8.地山吉犠の境形・規模毒事に新知見

栗東町岡 構造跡・地泊古墳

問辺í~事:は~東ßlf阿 ・ 8 川に所有する。問休営側坊主主

1Rii卒業に伴い、 1986$f.から別利が割程総して災自むされて

おり、今回の第 5次1!!I4ftl孟、男坊に1i1ljfii跡の西側に隣殺

する池山古償周辺地域で約2.6001げの間伐を災施した。

池山古墳は従来前後56mの同町民と肉知されていたが、

調査によリ帆立貝形の前方後円Jftであるという新知見

を得た。 ljl丘規艇は、後円部j(i径66m、前方都の長さ

22m、鰯33mをillll
'
}、周泌l孟最大幅15m、深さ 2mで、

墳丘にそう ff~で検出された.

現存する墳丘li削平を受けてお'}， l~石、調査鎗等の

存在は知られていなかったが、各トレンチから蕊石と

地輸を検出した.地鎗i主事~~'é .手I然斑のもののみで、

問餓地輸の他、家J移と思われる形自民地給JtL ttl土して

いる。しかし、どれも転裕した状態での験出である。

古ぢtの築造年代l立、出土した地給から 5世紀前半と
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37えられる，

また 、地LLJ官庁tの南東約25mの澗奈区では、幅 5m、

深さ 0. 5 111 の;;m.~;I( を呈する hY~の一時11 を検出 し た ( 2号墳)。

部分的 なjU，'J ;千tのため全体の脱税は不I~~ であるが、織

のfll!.ゴ二からは多数の地愉)';を検出 した。地輸は同筒:l也

輸の{也、 家 .i:.千・1l}などの形象地給も 出土 している。

これらは、地L1IIJitj1と問機すべて軟質で、泉斑を有す

るものであるが、内筒J也給の特徴を見ると、 タ7fの突

出!交が尚〈、 ))J彩のi重し干しをもつなど地山古噴出土の

ものと比べ古い様相を示している。

そのf也、地山内3民放ぴ2号tJi周辺の調査区では、 7

世紀から13世紀にかけての編立柱建物、湾、井戸、土

坑君事を確認した.また、池山古t.rtのtjl丘怒部では、jfr

t設の陶磁?fi J~ と fドに、多rJのとちんや、 さや等の~道

具が出土しており 、この地域で窯業生産が行われてい

たという伝放を漠付ける発見となった.

(([!1')架'iI!町文化体行振興事業団 佐伯英樹)

I 9，中近世の集落跡

| 守山市ニ町三昔議遺跡

ニ|町3aiit糊:は守LIIJ lí の I~~i;~ に位;丘しておリ 、 過去の

測代で妨げI~ II~長代 'I ' IUIの }JI移刷桃~I;'~や~I<安時代後期の集

泌が検出されている 。 今 I!!I の:11I4~tは行11市計画i泣路 (二

日月'-J'I前W!ITI *li!)の改良工、liに先立つもので、新たに袋

町H年代かられ:Fill、予代lillJglQ)MH必が発見さ tLf，こ。

石臼出土状況

JtH容はほぼ現i児地割りに合致する悩3-4m、深さ

1 m緩の調理て'区画されており、現状で4区間の廃敷地

が確認できた.南端の区画潟に隣筏して現河川1(流路)

があリ、ここから滋に耳元水していたとみられる。確認

調査をの結果、これより市からは巡械が検出されず、こ

の河川が集落の南端と々えらlLる.区iIDi内からは多数

の柱穴と弁戸が検出さ IL、市内で発見されている横江

遺跡や杉江巡跡と同烈の身H;誌とみることができる。

，m作ゴニIな下からj遺機前iUI上にわたっては江戸時代前

1111の包含層がみられ、伊万患の腕 .JJll、瀬戸の鉢、信

楽のすり鉢、:ri臼などの泌物が出土した。

(守山市教rt~只会 符下賎うた)

10.弥生時代後期から古境時代にかけての

集落跡

守山市伊努町信義遺跡

守山市の東衛官I1にあたる伊勢町において合同i建築に

先立ち、約600m'を対象に発州側盗を災地した。その

結果弥生時代後j聞から占tJtU寺代lドjJgjにかけての-u!洛の

存在をF確認した.検出した込tHIJI:t.、司監火!:i:'，I{8棟、議

2条、J結立柱建物2械、よ坑2~占である . 笠穴住腐は

すべて方形プランを尽するもので、一辺4-8mを測

る . これらの住府 I:t. ill て tl!えや~J リ合い関係が認めら

れ集孫の器産総則1:11として一定の時間制が見込まれる。

住居から出土した土総か らaj，'J;生時代後期末から布惚式

にかけての年代が与えられる.これらの住居は人工泌

を切って作られているが、構内からは弥生後期の長顎

蛮などが出土している。4二のほかに 2仰の掘立住建物

が検出されたが、内 l総は 1問X2問の焼桜で竪穴住

関Jと同H羽田!である可能性がある。他の 1f!¥(l;j: 21向X3

聞の池物で住穴I勾から:1¥ょしたよ総からZ革命時代の年

ttが与えらIl.る.

が'''1公I也の西!llIJに(:t.~i jJG JjI!'J に flll ぴる 川河i茸がi検出さ

れた。このiiifi[i (孟 ，~を í'( {"!:J，'} を切 っ て ifiUlて い るカヘ そ

れが.111¥まった後に鍬介|時代の他物が立てられて いる。

このことから I;:J; 生 11.1代後jVIから Î~勾't ll寺代íiíl mlにかけて

弥生後期の竪穴住居
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i長総カf営7まJlた後、これを切って戸Ti立が流れるように

なリ総務は l~断絶し たむのと見られる。その後、長

い時rmをかけてjufluがJII'，ま ったのち鎌倉時代に蒋ぴ築

子高カf営・まlLるようにな ったと巧7えらttる.

(守山市教f{ .~只会 伴聖子幸一)

I 11.銅鐸飾耳、小型傍製鏡が出土

| 守山市昔話町学基遺跡

下Ui1t跡、守山市占向町九~先の切畑、工場地に所不E

する縄文~平安時代にかけての!lHi高跡として周知され

ている . 工業団地i1lJ~比工'Jf.，ニ併i¥.¥.. 平成元年4月から

2年10月まで2ヵ年にわたり約21，000貯を剥奈した。

その総染、縄文Hキ代H免刷、効;iEII寺代中期、弥生時代

後期、 1古占可jJj坑il仏時LゆF代I附狗1則g切i仁、 I平ド安H与代q中lJU期U切lの多11時l時寺m矧U切i以に1及立ぷi泣溢

t械部と制ヨ資E地r小h央をt慨f奴提則1ね♀川[耐4何j北に流tれt;るる 11川n川1i河可1迫立を検出し fたニ。

このうち縄織i文H

}侍詳て.引何河I日mE剖郁iカか、ら -5E~長自It をおいて限定された範簡に分

布し、平安l時代のiii;総もその 2時期lに盤綾するように

散校し、一過的な保利を呈する.一方、弥生時代後期、

古約時代の巡iflll11 lrI河辺倒l~}に商い鷲皮で認められる。

特に古杭時代前WIに属するむのは河L~間際まで広がっ

ておリ、例道の手t.iI!を波うことカfできる.

今回の潟査で得た知見としては、弥生時代中期にお

いて重量穴住居ととむにぬi立校建物が手f.(Eし、古筑時代

前期の段階には似立性他物で偶成される集落に移行し

たこと .そして後穴住底11弥生時代中期と後JIII-古境

時代初IJlifiのl時llllがみられ、 i毛布の住肘については弧

状の小泌が伴うことである.また、特筆すべき遺物

についてはl昨年度に 111河辺からやまと号、柄ii1iをはじ

めスキ、 7ワ、杵 .おなど農工具、制巴具、建築部材

と多館にわたるコ供給を~IJ.ているが、 2 年度開査では、

慨に報告しているとおリ hitiiJii前文の銅線飾耳、小型的

製鋭やむ弧文を均す納凶、 初IUJ ~.バ!，!!:線 、 総式土慌が旧

i可逝際の憎から/IJょした。

当遺跡のH!t1主制裕{ま過去 2件、総辺部で築地されて

出土した銅鐸飾耳(努徳写房提供)

きたが、 3年度も新たに災絡が予定され、この一巡の

調布によって、その災態解明lょったきく前進する.

(守山.Ij教n会只会岩崎茂)

12 古桝代酬の方形周加の陥

守山市今宿町語通遺跡

平成 2 年 5 月から民!日!の宅地i1i成工'I~に先立%、ぶJ

2.500m'を対象に発掘必貨を災総iした。今何の調査は

第 3次にあたり、これまでの泌貨では縄文時代中1lI1の

土坑や土器、石総、弥生時代後期の経穴住居、様、方

形属機必、1.i約時代jjiJWIのn形r，;]i汚名、向後JUIの搬立

住建物、古川紛:など多数の泣怖が検，'1¥されている。今

次の調布もほぼ悶械のiむ械の存イ正が予想され、測平正の

結果 L古地11与代の逃械で.'iめられた。

さて、検:Uされた巡榊では、甘jJj't1lれに前lUIの1]1形周

減益~71除、古・tJ't1lキ代後IUI以降の~hli立桃建物 2 線、大ì:;Vi

1条がある。以下、特徴をむつ方形r.Ji持活について略

方形周溝墓

報しておこう。会科がJ町民できるのは中央で検出され

た2号、 3-B・訟で、 f?状部のーil1が9111のnJ彩をなし 、

問問に 2-3111 の i良い U~長:状のt，'lj を巡らせている。西

側にあたる辺のはぽ中央が陸紙野I~ をなしていて、 t協の

1隔も広〈、 2号、 3-9トとも!日l織の|像的苦11のあり方をみ

せた。他の問j得議のう旬、 7-0'11閥jUがHl立する織か

ら成るが、残る 4~Iま凶辺が硲ìlliきれないため不明で

ある。 2 号:f:t_'i;ではこの|後紛部の前:ぐそばの構内に供御~

土器が、 3{子:Jii.む他の辺に供献よ・総がみられた. 4号

基で11繭辺から山陰系と々えられる llffa~~80cmの大盟廷

が供献されていた。これまでに10絡を結える悶淋惑が

検出されており、 AE主Eの織成に特徴をイ了したm跡であ

る。今後さらに分析を深めたい.

(守山市教行委日会 山崎秀二)
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